
１．　基本情報

〒　　　　　　　　　　

２．　略歴・受賞歴
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まちなか再生

集落再生

環境

● その他

沖縄の離島が元気になれば、日本もよくなる
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神奈川県横浜市出身

◆昭和58年度　沖縄離島情報

◆昭和61年度　沖縄アクターズスクール企画担当

◆昭和63年度　株式会社日本マンパワー人材開発部

◆平成11年度　株式会社バイオ21勤務　沖縄発の化粧品「ちゅらら」プロデュース

◆平成18年度　フロンティアPR株式会社設立　代表取締役就任～平成27年

（　　絶海の孤島支援、高校未設置の離島支援）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄県那覇市首里鳥堀町3－56－7

ふるさと財団「地域再生マネージャー」情報

ふりがな

役職

自己PR

1962年横浜生まれ、1970年の大阪万博は体験しましたが、1975年の沖縄海洋博覧会には経済的理由
で参加かなわず、1983年大学2年の春休みに「沖縄離島情報」アルバイトで人生が大きく変わりまし
た！バブル期まで東京でサラリーマン生活を経験（堪能？）しておりますが、奇しくも1991年（平成
3年）4月に沖縄移住を決意、1992年に沖縄出身の女性と縁あり入籍、本籍地を東京都新宿区早稲田
から沖縄県宜野湾市大山に変更。それから34年山あり谷ありどころか、富士山あり沖縄海溝ありの
ジェットコースター的人生でしたが、2008年（平成20年）良き仲間に良き師を紹介されてから人生
が好転！その年増田総務大臣（平成20年当時）より、地域活性化伝道師の前身ともお回れる
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４．　ふるさと財団での実績

外部専門家
（活用助成）

３.　取組分野

名称 アドレス

関連ホームページ

電話番号

キャッチコピー
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移住・定住・関係人口

農林水産業

起業支援

観光

活動エリア 主に沖縄県内の離島

理事

070-5415-8801

shiraninoboru@gmail.com

しらに　のぼる

白仁　昇

一般社団法人おきなわ離島応援団

9030805

写 真



５．　取組内容・実績
【取組事例①】
（１）事業名　 ：総務省　平成20年度　地域力人材力活性化事業（地域力創造アドバイザー）
（２）対象地　 ：沖縄県　北大東村
（３）事業目的：
　●北大東村における地域産業の振興・発展を図るためには、競争力の有る商品を開発すると共に、
　　村（島）を県内外へ広くＰＲし、村（島）の認知度の向上を図る。

（４）事業内容：
【期待成果】
　●大幅（４倍以上）に差のある、北大東島と南大東島の検索サイトでの検索数の差を人口比（３倍）
　　以内にする
　●北大東村が首都圏で「シンポジウム開催」をすることにより「北大東村民」のみならず、沖縄県内
　　の他有人離島３８島の島民に「やればできる」という強いメッセージを発信する
　●招聘活動そのものに、北大東村長宮城光正が積極的に関わり、村職員及び村民に「受身からの
　　脱却」を強くアピールする（積極的に仕掛けることの大切さを、体験を通じ学ぶ）
　●島外からの訪問団受入作業を、村職員と村民有志が力を合わせて行い、毎年開催される「祭」以外
　　にも共同作業の「ホスピタリティ発揮」を通して、一人ずつ「北大東ファン」を生み出す喜びを共有する。
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※上記以外の取組内容・実績


